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（コード番号：4441 東証スタンダード） 

問 い 合 わ せ 先 取締役ＣＦＯ 金 町 憲 優 

(E-mail：ir@tobila.com) 

 

2024年 10月期第２四半期決算説明書き起こし 

 

当社は、2024年６月 10 日（月）に 2024年 10月期第２四半期の決算発表を行い、決算についての説明

動画を公開いたしました。投資家の皆様にタイムリーに情報を開示するべく、スクリプトを公開いたし

ます。 

 

 

【2024 年 10 月期第２四半期決算 ご参考資料】 

■決算説明資料  

https://contents.xj-storage.jp/xcontents/AS05546/70cc8292/0172/4f9c/b768/1d0c2184d1b2/140120240607524099.pdf 

 

■決算短信 

https://contents.xj-storage.jp/xcontents/AS05546/afc2fa6d/606e/44f4/9a87/3a15a87ba284/140120240607523952.pdf 

 

■決算説明動画（トビラシステムズ YouTubeチャンネルに掲載） 

https://youtu.be/EqtMvZDnKnI 
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2024 年 10 月期第２四半期 決算説明動画 書き起こし 

 

 
 

2024年10月期第２四半期の決算についてご説明いたします。 
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第 2四半期の売上高は 586 百万円（前年同期比 112.3%）、営業利益は 235百万円（前年同期比 134.4%）

となりました。売上高、営業利益ともに過去最高を更新いたしました。 

 

 

迷惑情報フィルタ事業のサービス別売上高では、モバイル向けは 399百万円（前年同期比 105.7%）、固定

電話向けは 53百万円（前年同期比 111.7%）、ビジネスフォン向けは 132百万円（前年同期比 156.8%）と

なりました。 

 

営業利益に関しては、採用費などの期ずれや想定していたコストが抑えられたことで、四半期で過去最

高益となりました。 

 

各サービスについては後ほど詳しくご説明いたしますが、2024 年通期の計画に対して順調に事業を進め

ることができました。 

 

 

 

ここからはあらためて、当社の事業についてご説明いたします。 

当社は「私たちの生活 私たちの世界を よりよい未来につなぐトビラになる」を企業理念として掲げ

ています。 

この企業理念に基づき、「誰かがやらなければならないが、誰もが実現できていない社会課題の解決を、

革新的なテクノロジーで実現すること」を事業方針の軸としています。現在、私たちは「人を守る」とい

う視点で事業を推進しており、詐欺被害やグレーゾーン犯罪など迷惑行為に悩む人をなくし、誰もが安

心して生活できる社会を実現することに挑戦しています。 
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スライドのグラフは売上高の成長を示しています。 

これまで期首に決めた目標をしっかりと達成し、売上高は創業以来一貫して前年度を上回って成長して

きました。 

当社の事業は、私の祖父が詐欺被害に遭い、頻繁にかかってくるようになった迷惑電話に悩んでおり、困

っている祖父を助けたいという想いで、開発に着手したことから始まりました。そのときに開発したの

が迷惑電話フィルタ「トビラフォン」です。 

 

2011 年に販売を開始し、近隣警察との実証実験でその効果が認められたことをきっかけに、2015 年に警

察庁と特殊詐欺被害電話に関する覚書を締結しました。これによって警察から全国の特殊詐欺で実際に

使用された電話番号等の情報提供を受ける体制を構築しました。 

 

2016 年までに大手通信キャリア 3 社のオプションパックに迷惑電話フィルタサービスを導入いただき、

当社の主力事業へと成長してきました。2021 年 10 月には広告ブロックアプリを提供する、合同会社

280blockerを吸収合併し、現在、迷惑電話・迷惑 SMS・広告ブロックのサービスを提供しています。 

2023年 10月 20日からは、スタンダード市場に移行いたしました。 



4 
 

 

 

当社が挑戦している社会課題の一つが、特殊詐欺犯罪やフィッシング詐欺です。 

 

警察庁が公表した 2023年における特殊詐欺被害の確定データによると被害総額は 452億円、認知件数は

19,038 件で、どちらも 2016年以降最多となってしまいました。また近年、スマートフォンや携帯電話の

ショートメッセージサービス、いわゆる SMS を悪用し、個人情報を抜き取るフィッシングや振り込め詐

欺の被害が表面化しています。 

 

インターネットバンキングでの不正送金の被害の多くがフィッシングによるものであり、警察庁が発表

したデータによると 2023 年の不正送金の被害額は約 87 億円となり、被害額・発生件数ともに過去最多

を更新しています。 
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直近では「SNS型投資詐欺」が社会問題化しています。連日ワイドショーなどで取り上げられており、耳

にされたことのある方も多いのではないでしょうか。 

特殊詐欺のように電話や訪問で接触し⾦銭を詐取する⼿法とは異なり、「SNS 型投資詐欺」は、非対面で

のメッセージのやり取りを経て金銭を詐取する手法が特徴です。特殊詐欺に比べて 1 件あたりの平均被

害額が大きいため、被害が深刻化している状況です。 

 

偽広告に加え、SMSも投資詐欺の接触手段として悪用されており、当社調査では「株」「新 NISA」等投資

関連キーワードを含む詐欺 SMSが増加しています。 

今後も特殊詐欺犯罪の手法はますます多様化・巧妙化していくとみられ、私たちもテクノロジーを日々

向上させることが求められています。 
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社会問題となっている特殊詐欺やフィッシング詐欺などの解決に向けて、当社は、強みである迷惑情報

データベースを活用し、危険な電話・SMS をブロックするサービスを提供しております。迷惑情報データ

ベースは、危険な電話番号や SMS に記載されている URL 等をブラックリスト化し、ユーザーにとって危

険な電話や SMSをブロックする仕組みです。当社のデータベースの持つ特徴は大きく 3つです。 

 

1 つ目は、警察からのデータ提供です。警察庁から実際に犯罪や攻撃に使われたとみられる電話番号や

URLのデータを提供いただいています。これによって精度の高い情報を入手することが可能となっていま

す。 

 

2つ目は、ユーザー数が多いことです。当社サービスの月間利用者数は約 1,500万人であり、同じ規模の

利用者を獲得することは難しいと考えます。多くのユーザーから得られる統計情報を活用しており、ユ

ーザーが多ければ多いほど、データ精度が高まり、先行者である当社が有利な状況となります。 

 

3つ目は、大手通信キャリアでの採用です。当社サービスは大手通信キャリアに採用されており、それが

ユーザー数の拡大へもつながり、参入障壁を強固なものとしています。 

 

この 3 つの強みで構成されたデータベースが当社の基盤であり、当社のサービスがインフラのように当

たり前にある社会を目指し活動を続けることによって、個人の幸せな時間が守られることへと貢献して

いきたいと考えています。 
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迷惑情報データベースを活用し、現在 3つのサービス分野にて製品を展開しています。 

 

1つ目はモバイル向けフィルタサービスです。大手通信キャリアと提携し、各キャリアが提供するオプシ

ョンパックに含まれるサービスの 1 つとしてスマホアプリというかたちで、迷惑電話や迷惑 SMS のフィ

ルタリングサービスを提供しています。また、広告ブロックアプリ「280blocker」を提供しており、迷惑

電話・SMS対策に加え、迷惑 Web 広告対策までカバーしています。 

 

2つ目は、固定電話向けフィルタサービスです。もともとは固定電話機に取り付ける外付け型の端末を販

売していましたが、現在の販売モデルの主力はホームゲートウェイです。さらに、2021 年 2 月からは、

ケーブルプラス電話のオプションとして、ネットワーク上で迷惑電話の着信を自動遮断するサービスを

開始しました。 

 

3つ目が、ビジネスフォン向けフィルタサービスです。現在「トビラフォン Biz」「トビラフォン Cloud」

「Talk Book」の 3つのサービスを法人向けに提供しており、電話業務の効率化や DXを促進しています。 
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モバイル向け、固定電話向け、ビジネスフォン向けフィルタサービスで構成された迷惑情報フィルタ事

業は、2023 年 10月末の売上において 97.7%を占める主力事業です。 

 

その中でも、売上構成の 72.3%をモバイル向けフィルタサービスが占めており、利益率の高い安定収益分

野です。現在は、将来の収益の柱に育てたいという思いから、モバイル向けサービスの安定した収益を基

盤にビジネスフォン向けフィルタサービスに投資を行っています。 

 

「その他の事業」については、2024年 10 月期からは迷惑情報フィルタ事業の単一セグメントに含めて計

上しております。 
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モバイル向けフィルタサービスに関するマーケットについてご説明します。 

 

現在、私たちのアプリが採用されているオプションパックをご利用いただける方は、推定で約 4,064 万

人以上いると考えています。そのうち、実際に当社アプリをダウンロードしてご利用いただいている方

は、まだ約 1,419 万人にとどまっています。当社は大手通信キャリア 3 社のオプションパックに採用さ

れており、潜在ユーザー層へのリーチが可能となっています。 

 

潜在ユーザー層に向け、通信キャリアと一緒にマーケティング施策を行うことなどを通じ、成長してい

きたいと考えています。 
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次に、固定電話向けフィルタサービスに関するマーケットについてご説明します。 

 

固定電話全体では、約 5,004万件の契約が存在していますが、当社サービスの月間利用者数は約 56万人

にとどまっています。従来の電話が IP電話に移行することによって、当社サービスの利用可能範囲が広

がると考えております。具体的には、従来型の回線であれば電話機、外付け型の「トビラフォン」を設置

していただくことで当社のサービスが利用可能です。 

 

一方、IP 電話であればホームゲートウェイ型やケーブルテレビのネットワーク型における利用方法が可

能となり、新たに機器を購入して電話機に外付けをしなくても、オプション契約を追加するだけで、当社

のフィルタリングサービスがご利用いただけます。足元では、J:COMを通じ、専用機器不要で迷惑電話を

ブロックするサービスが堅調に伸びています。 

 

当社の固定電話向けサービスにおける最も大きな成長可能性は、固定電話回線で大きなシェアを持つ NTT

西日本や NTT 東日本との連携だと考えています。当社サービスを採用していただけるよう、引き続き協

議を行ってまいります。 
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最後にビジネスフォン向けに関する市場規模です。 

 

当社が提供しているビジネスフォン向けサービスには、主に「トビラフォン Biz」と「トビラフォン Cloud」

がございます。「トビラフォン Biz」は電話交換機、いわゆる PBXやビジネスフォンの主装置の手前につ

けるものであるため、PBXやビジネスフォンの市場規模を参考としております。 

 

「トビラフォン Biz」は NTT 東西のセレクトアイテムに採用されており、複数の販売代理店を通じて販

売しております。販売代理店との連携強化についても、継続的に行ってまいります。 

 

「トビラフォン Cloud」においては、クラウド PBX 市場が主な市場になると考えております。この市場

自体は、従来のオンプレの PBX などからクラウド PBX へと移行が今後より進んでいくとされており、市

場規模の拡大を見込んでおります。 

「トビラフォン Cloud」は、主に当社の直接販売を行っております。市場の拡大に対して、しっかりとシ

ェアを伸ばせるよう、引き続きマーケティングを始めとした施策の強化を実施してまいります。 
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ここからは、第 2四半期のトピックについてご説明いたします。 

 

 

まず、2024 年 10月期の業績に影響するトピックについてです。 

2024 年 4 月より、モバイル向けフィルタサービスの「契約者数×単価」モデルにおいて単価を上げて契



13 
 

約更改することができました。 

単価アップによる収益増加は適時開示基準以下となりますが、第 2 四半期においては 4 月の 1 か月分が

寄与しています。オプションパックをご契約の方でも、当社サービスをまだご利用いただいていない方

も多くいらっしゃると考えておりますので、通信キャリアと協力しながら利用者皆様の安心安全を守れ

るよう活動実施していきたいと思います。 

 

 

ビジネスフォン向けフィルタサービスの各製品の販売進捗についてです。 

「トビラフォン Biz」においては、前年同期比・四半期比でも順調に販売が進んでおります。 

 

次に「トビラフォン Cloud」です。今回から契約 ID数を公開することといたしました。 

サービスの品質へは高い評価をいただいていたなかで、前期 2023 年 10月期においては、PMF活動を実施

し、製品としての質を高めると同時に、販売強化のため、営業メンバーの採用を積極的に行いました。 

結果として、当期には確度の高いリードの増加や大口のユーザーの契約も増えており、足元で成長が加

速しています。 

 

第 3 四半期以降も、積極的に広告宣伝やマーケティング施策等を実施し、2024 年下期においても成長を

目指して進めてまいります。 
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ここからは、2024年 10月期第 2四半期の業績について説明させていただきます。 

 

 

第 2四半期の業績です。売上高は 586 百万円（前年同期比 112.3％）、営業利益は 235百万円（前年同期

比 134.4％）、純利益は 157百万円（前年同期比 136.5％）でした。 

前年同期比・前四半期比で引き続き堅調に推移をしております。 
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第 2四半期のサービス別売上高です。 

モバイル向けは 399 百万円（前年同期比 105.7％）、固定電話向けは 53 百万円（前年同期比 111.7％）、

ビジネスフォン向けは 132百万円（前年同期比 156.8％）です。 

モバイル向けについては、先ほどトピックでもご説明したとおり、「契約者×単価」モデルで 2024年 4月

より金額アップで契約更改を行い、当四半期では 1か月分が寄与しております。また、2023年 12月に契

約更改を行った「固定契約」モデルの契約金額の増加も 3か月分寄与しており、着実に成長することがで

きました。 

 

固定電話向けでは、ケーブルプラス電話向けサービスが引き続き好調に推移しました。前四半期比・前年

同期比で着実に成長しております。 

 

ビジネスフォン向けでは、「トビラフォン Biz」「トビラフォン Cloud」の販売が増加し、前年同期比・前

四半期比で高い成長をしております。 
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2024 年通期の業績予想に対する進捗です。各項目の下に、通期の業績予想（当社の計画値）のグラフを

表示しています。 

上期計画に対しては、売上高が 100.0％の達成率であり、各利益は概ね 120%以上の達成率です。事業を計

画にそって、しっかり進めることができたと考えております。 

また、各利益項目については、通期の計画に対して進捗率が 50％を超えております。 

これについては、下期に採用を予定していること、成長分野へ広告宣伝などを行う予定のため、期首計画

どおりの着地を見込んでいます。 
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売上高の四半期推移についてです。スライドのグラフは、ストック収益と一過性のフロー収益に内訳を

分けて記載しています。 

当社の基盤であるストック収益は前年同期比 112.7%となっており、前四半期比においても 103.5%と着実

に成長しています。これは主にビジネスフォン向けサービスの販売伸長やモバイルにおける「契約者数

×単価」モデルや「固定契約」モデルの契約金額の増加によるものです。 

フロー収益には、「280blocker」の売上や、「トビラフォン」及び「トビラフォン Biz」の端末代金等と 

この第 2四半期における一時的な開発費が計上されています。 
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モバイル向けの主な契約タイプについてご説明いたします。当社は大手通信キャリア 3 社と、それぞれ

異なる料金契約を締結しております。 

 

1 つ目は「固定契約」。毎月定額でお支払いをいただいており、契約者数や月間利用者数の変動に影響を

受けない契約です。 

 

２つ目が、「契約者数×単価」の契約。当社サービスが利用可能なオプションパックの契約者数に連動す

る契約モデルです。大手通信キャリアから格安スマホへ移行する流れが続いており、足元ではオプショ

ンパックの契約者数は減少傾向が続いています。 

 

3 つ目が、「月間利用者数×単価」の契約。当社サービスの月間利用者数に連動して、当社への収益が変

わる契約モデルです。サービス利用に向けた効果的な活動が取りやすい契約モデルでもあります。 
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モバイル向けフィルタの主な契約モデル別の四半期推移についてです。スライド左のグラフは、3つの契

約モデルの売上構成比の四半期推移を示しており、グラフの右にはそれぞれのモデル別の売上高と、月

間利用者数の前四半期比を記載しています。これらのスライドは、3大通信キャリアの契約分のみ含んで

おり、サブブランドや MVNOの数値は含んでおりませんので、ご留意ください。 

 

「月間利用者数×単価」モデルについては、売上高・月間利用者数ともに減少となりました。当社サービ

スをお使いいただけるものの、まだお使いになっていないユーザーが多いと考えており、認知向上に向

け、通信キャリアとも協働で利用喚起をしております。今後も減少トレンドからの脱却を目指し活動を

続けてまいります。 

 

「契約者数×単価」モデルにおいては、4月から単価アップにより売上高は増加しています。月間利用者

数については、前期の第 4 四半期から非開示です。これは当社のサービスを提供しているアプリが各種

セキュリティ機能を統合した新しいアプリへと切り替わるタイミングにあり、新旧双方でのアプリ利用

者の重複部分を調整することが難しいためです。比較可能な情報の取得ができ次第、開示を検討してお

りますのでご容赦いただけますと幸いです。 

 

「固定契約」モデルについては、12 月より金額アップでの契約更改を行っており、前四半期には 2 か月

分のみが寄与していたところ、当四半期より 3か月分が寄与しているため売上高が増加しています。 
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月間利用者数については増加へ転じており、引き続き通信キャリアと連携して施策を検討してまいりま

す。各モデルにおける月間利用者数について、今後の動向については適宜通信キャリアと連携しながら

注視していきたいと考えています。 

 

 

 

売上原価の推移です。 

今回より、その他項目から外注加工費の項目を別で開示することといたしました。 

 

全体としては、計画どおりにコントロールできております。 

前四半期比で減少していますが、労務費及び外注加工費の減少が主な要因となります。また、一部端末販

売台数の見直し等を行っており、通期計画の 712 百万円から 664 百万円へと減額して着地する見込みで

す。 
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販管費の推移です。 

販管費に関しても今回より、その他項目から減価償却費・のれん償却額を別で開示することといたしま

した。 

 

全体としては、計画どおりにコントロールできております。前四半期比では広告宣伝費が増加していま

すが、「その他」が採用時期の後ろ倒し等により、減少しております。 

 

採用等入社時期がずれたことにより費用計上としては期ずれとなっているものもありますが、通期とし

ては計画どおりに使用していく予定です。 

 

また、採用の継続、成長分野である「トビラフォン Cloud」や「280blocker」の広告宣伝を行う予定であ

り、通期の販管費としては 883百万円から 930百万円へと増額して着地する見込みです。 
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営業利益の推移です。 

第 2四半期の営業利益は 235百万、前年同期比 134.4%、営業利益率は 40.2%です。 

 

これは先ほどご説明した原価・販管費において当初計画よりも抑制された影響で四半期での利益が過去

最高となり、利益率も 40.2％と高水準となりました。 

 

繰り返しにはなりますが、採用活動の継続、成長分野への投資を計画しておりますので、通期計画は期首

の 755百万円から変更はございません。 
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四半期でのコスト推移です。適宜ご参照ください。

 

 

BSの推移です。適宜ご参照ください。 
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2024年 10月期の業績見通しです。 

 

 

 

売上高は 2,350百万円、営業利益は 755百万円を目標とし、2024 年 10月期においても、増収増益での計
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画です。また、当社の事業構造が大きく変わらないことが前提として、営業利益率は 30％程度を維持す

る考えです。 

 

 

 

売上高の計画値としては 2,350 百万円から変更いたしませんが、第 2 四半期までの進捗状況を鑑み、今

期のサービス別の売上見通しについてモバイル向けとビジネスフォン向けにおいて一部修正を実施して

います。モバイル向けは 1,551百万円→1,611 百万円に変更。ビジネスフォン向けは 579百万円→520百

万円へと変更しております。 

 

モバイル向けの修正については、期首計画で織り込んでいなかった単価アップが理由です。通信キャリ

アとは適宜単価について協議しておりますが、不確実性が高いため確定したもの以外は数値としては織

り込んでおりません。今期において、「契約者×単価」モデルの単価アップがございましたので、結果的

に見通しを変更する形となりました。 

 

一方でビジネスフォン向けに関しては、「トビラフォン Biz」の販売台数は前年同期比で順調であるもの

の、期首計画と比較しますと、一部遅れが出ており、見通しを見直しいたしました。 

 

各サービスにおいて入り繰りはあるものの、全社として売上高の期首計画に変更はなく、しっかりと達

成に向けて進めてまいります。 
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コストに関する見通しです。繰り返しになりますが、原価においては外注加工費、販管費においては減価

償却費・のれん償却額を分けて記載することといたしました。こちらのページでも項目を増やして掲載

しております。 

 

売上原価については、712百万円から 664百万円へと減額して着地する見込みです。採用の期ズレによる

労務費の見通し変更、「トビラフォン Biz」の販売計画見直しによる端末代の減少が主な要因です。 

 

また、販管費については、883百万円から 930百万円へと増額して着地する見込みです。人件費について

は、採用の期ズレによる見通し変更、広告宣伝費については、主に「トビラフォン Cloud」や「280blocker」

への広告費を見直ししております。 
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2024年 10月期第 2四半期においては、上期目標は上回り、通期計画に対しても順調に進めることができ

ました。 

 

サービス別の入り繰りはありつつも、全社として計画を上回り達成できるように、第 3四半期以降も「私

たちの生活 私たちの世界を よりよい未来につなぐトビラになる」という企業理念のもと、中長期的な

企業価値向上に向け、必要な投資を行いながら継続的な成長を目指してまいります。 

 

以上、2024年 10月期第 2四半期の決算説明とさせていただきます。最後までご清聴いただきありがとう

ございました。  

 

 

 

 

【本件に関するお問い合わせ先】 

トビラシステムズ株式会社 IR 担当 

E-Mail：ir@tobila.com 
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